
大学院単位認定

この公開講座・セミナー・シンポジウム等は大学院医学研究科の単位認定対象となっております。単位認定の条件
や対象科目等は下記をご確認ください。

単位認定条件

大学院生の方は、受講後、「出席票」を教務課（大学院担当）まで
ご提出ください。
出席票は、履修管理システムからダウンロードすることができます。

【履修管理システム】
博士課程：http://lms.juntendo.ac.jp/
修士課程：http://mst.juntendo.ac.jp/

認定科目

【博士課程】

Current Topics ※必修「大学院特別講義」に振り替えることはできません。

【修士課程（医科学コース）】

選択科目「大学院セミナー」

http://lms.juntendo.ac.jp/
http://mst.juntendo.ac.jp/


日 時 令和８年 ２月６日（金） 18：00～

場 所 順天堂大学10号館１階カンファレンスルーム

★大学院医学研究科の単位認定あり ★参加申込不要

代謝内分泌内科学セミナー

座長
順天堂大学大学院医学研究科 代謝内分泌内科学

教授 綿田 裕孝 先生

講演

「Driving UPR kinase inhibitors to treat 
diabetes and pulmonary fibrosis」

University of California, San Francisco

Prof. Feroz R. Papa
Papa先生は小胞体におけるタンパク質の変性がどのようにヒト疾患を

引き起こすかを、分子・細胞・個体レベルで解明し、これらの疾患に対す
る新たな治療法を開発することを目的としています。また、順天堂大学

の国際先導研究にご協力いただいています。

主催

順天堂大学大学院医学研究科

代謝内分泌内科学

お問い合わせ先：diabetes@juntendo.ac.jp （大学院医学研究科）

mailto:diabetes@juntendo.ac.jp
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